
 

 

 

 

 

  

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令 和 ８ 年 度  戸 ケ 崎 小 だ よ り １ ０ 月 号 
【学校教育目標】 

かしこい子 ・やさしい子 ・たくましい子 

【目指す学校像】 

学びと笑顔、元気あふれる学校 

 

児童数（１０月 1日時点） 

１年３５人 ２年３６人 ３年４０人  

４年３４人 ５年４２人 ６年４２人 

合計２２９人 

９月２６日 

学校公開 

学習発表会 

読書の楽しみ                  

                 三郷市立戸ケ崎小学校 校長 西村 美紀 

ようやく暑さも少しずつ和らぎ、秋を感じる季節になってきました。先日 

の学校公開および学習発表会には、たくさんの皆様にご参会いただき、あ 

りがとうございました。一人一人が力を発揮し、心を合わせた発表となり 

ました。きっと家でも、話題になったことと思います。２学期は、さらに様々 

な行事が続きます。「スポーツの秋」「食欲の秋」、そして「読書の秋」です。 

読書というと、一人で本を読み、一人で楽しむ姿を思い浮かべるかもしれません。でも、読書

には、好きな本を通して人と語り合う楽しみもあります。 

実は、私の好きな作家が、先月７年ぶりに新刊を出しました。予告が出てずっと、その作家が

好きな人たちは、これまでの作品はもちろん、新刊が出てからは、まだ読んでいない人に気を遣

いつつ、まるでお祭りのように、自分の思いを絵や文、動画などで伝え合っていました。「面白か

った」「よかった」だけでは言い切れない、たくさんの思いがあふれ、そのやりとりを読むことも、

読書とはまた違った楽しい時間でした。 

読書の楽しみは知識を得ることだけではありません。読んで感じたことを誰かに伝えようとす

ると、「面白かった」の先を考えます。どこが面白かったのか。なぜ心に残ったのか。言葉をつな

ぎ、文章にすることで、自分でも気づかなかった思いが見えてくることがあります。そして、伝え

合うことで、「そんな見方もあるのか」と、自分にはなかった考えに出会うこともできます。 

秋の夜長、ぜひ親子で本を手に取ってみてください。そして、「どこが面白かった？」「あなたは

どう思った？」と、少しだけ言葉を続けてみてください。 

一冊の本から始まった会話が、お互いの「見えるもの」を少し増やすきっかけになるかもしれ

ません。 

多くのご来校ありがとうございました。子供たちはいつも以上に張り切って頑張りました！ 


